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℡  86-2985 

Fax 86-0415 
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碧
水
荘
は
、
建
物
の
老
朽
化
や
土

砂
災
害
警
戒
区
域
に
あ
る
こ
と
、

指
定
管
理
者
の
社
協
の
事
業
縮

小
の
意
向
な
ど
か
ら
閉
鎖
と
す

る
と
の
こ
と
。
閉
鎖
に
つ
い
て
は

今
月
２０
日
に
説
明
会
を
行
う
、

現
在
の
利
用
者
は
、
す
こ
や
か
荘

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
や
水

口
内
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ

ー
な
ど
に
ス
ム
ー
ズ
に
移
行
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
し
た
。 

１２
月
８
日
に
行
な
わ
れ
た
本
会
議
で
は
、
上
程
さ
れ
て
い
る
議
案
の
質
疑
、
一
部

採
決
、
委
員
会
付
託
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

病
児
保
育
を
実
施
す
る
こ
と
に
伴
う
条
例
一
部
改
正
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
な
ど

８
議
案
に
つ
い
て
、
日
本
共
産
党
の
３
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
日
本
共
産
党

の
他
、
無
会
派
の
竹
若
茂
國
議
員
、
凛
風
会
の
西
村
慧
議
員
が
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
９
日
か
ら
一
般
質
問
が
始
ま
り
ま
し
た
。
１４
日
ま
で
の
４
日
間
１９
名
の
議

員
が
質
問
を
行
い
ま
す
。
今
号
で
は
、
議
案
質
疑
の
主
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す 

■
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例

一
部
改
正
に
つ
い
て
山
岡
議
員

が
質
疑 

 

か
ね
て
か
ら
要
望
し
て
い
た

病
児
保
育
が
実
施
さ
れ
る
こ
と

は
評
価
で
き
る
が
、
な
ぜ
水
口

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、
何

よ
り
医
療
連
携
が
大
事
だ
が
、

水
口
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
で

の
病
児
保
育
に
医
療
機
関
は
ど

う
か
か
わ
る
の
か
、
職
員
体
制

の
拡
充
な
ど
に
つ
い
て
問
い
ま

し
た
。 

 

医
療
機
関
に
は
実
施
に
向
け

依
頼
し
、
必
要
性
の
理
解
は
得
た

も
の
の
、
保
育
ス
ペ
ー
ス
・
感
染

リ
ス
ク
の
問
題
な
ど
か
ら
実
現

に
至
ら
な
か
っ
た
と
の
こ
と
。
医

療
連
携
に
つ
い
て
は
、
市
内
小
児

科
医
と
連
携
契
約
を
結
ぶ
と
の

こ
と
で
す
が
、
急
変
時
の
対
応
な

ど
課
題
は
多
い
こ
と
を
指
摘
し

ま
し
た
。 

■
甲
賀
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
条
例
一
部
改
正
に
つ
い
て

小
西
議
員
が
質
疑 

 

甲
賀
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
の
譲
渡
、
碧
水
荘
デ
イ
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
閉
鎖
に
伴

う
影
響
な
ど
に
つ
い
て
問
い
ま

し
た
。 

 

甲
賀
市
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
は
、
指
定
管
理
者
の
社
会

福
祉
法
人
湖
東
会
か
ら
の
申
請

に
よ
り
に
建
物
を
無
償
譲
渡
、

■
土
山
町
鮎
河
地
域
に
お
け
る

辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
を

定
め
る
こ
と
に
つ
い
て
岡
田
議

員
が
質
疑 

「
辺
地
」
の
定
義
、
事
業
費
の
辺

地
対
策
事
業
債
、
今
後
の
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
問
い
ま

し
た
。 

 

３
年
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
整
備
事
業
と
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
令
和
４
年
度
中
に
は
供

用
開
始
予
定
と
の
こ
と
。 

■
そ
の
他
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
関
わ

る
一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
に

つ
い
て
質
疑
し
ま
し
た
。 

 日本共産党甲賀市議員団は、議案提案権をいかして、６件の意見

書を提案しました。採決は最終日の２３日です。各会派、議員の態

度が問われます。 

 

山岡光広議員 

●「桜を見る会」と前夜祭を巡る疑惑の徹底解明を求める 

●日本学術会議会員の任命拒否の撤回を求める  

岡田重美議員  

●核兵器禁止条約の発効をふまえ唯一の被爆国日本政府が、速やか

に核兵器禁止条約に署名・批准し、核なき世界の実現の先頭に立つ

ことを求める  

●要介護者の受給権に関わる重大な「省令改正」の撤回を求める 

小西喜代次議員 

●福島原発汚染水の海洋放出しない決定を求める 

●新型コロナウイルス感染の爆発的拡大を防止するため、「検査・

保護・追跡」の抜本的強化を求める 

 戦争させない甲賀市民の会は６日、甲南

町で核兵器禁止条約の批准を日本政府に

求める署名行動を行いました。核兵器禁止

条約が来年１月２２日に発効されること

から関心も高く、会員の訴えに署名に応じ

る人が多く、１時間で１４７筆の署名が集

まりました。 

     今後の議会日程 

■１２月１４日 本会議・一般質問 

■１２月１５日～１８日 各常任委員会 

■１２月２３日 閉会 本会議、討論・採決 

＊小西喜代次議員は１４日の３番目に、①新型コ

ロナ感染拡大防止の抜本的対策を②コロナ禍の

もとで事業の維持、地域経済を持続可能にする支

援策を③第２期滋賀県国保運営方針への対応に

ついて④より便利な公共交通への改善について

一般質問を行います。 

 


